
『秋を感じる行事・イベントと言えば・ ・ ・ ？ 』

美 幌町地域包括支援 センター所 長  佐々木  将明

 10 月 に入 り秋 も深 まってきて、 朝 と夜 の寒 暖 差 も

大 きくなってきました。 風 邪 をひかないようにしっかり体

調管理 をしていきましょう。  

 ところで、 みなさんは秋 を感 じる行 事 ・ イベントと言 え

ば何 を思 い浮 かべますか？ あるサイトを見 ると、 「 5 位 ： 運動会 」 「 4 位 ： 七

五三 」 「 3 位 ： 十 五夜 」 「 2 位 ： 紅 葉狩 り」 「 1 位 ： ハロウィン」 というランキ

ングがありました。 1 位のハロウィンはあまり馴染 みがなかったですが、 最 近

はすっかり秋 のイベントとして定 着 しました。 今 年 も仮 装 して街 に繰 り出 し

たり、 子 どもがお菓 子 をもらいに来 る光 景 があちらこちらで見 られるのでし

ょうか。 楽 しみですね！

 8 月 16 日付 で地域包括支援 センターの社会福

祉士 として新 規採用 になりました渡邊哲夫 と申 しま

す。 新 入 職員ですが還暦 に近 い年齢です。 出 身 地

はチューリップ公 園 やサロマ湖 がある湧別町です。 こ

れまでの職歴ですが、 主 に現 場 にて認知症 や障 がい

等 をお持 ちの方々の介護 を行 ってきました。 前 職 は美幌町 の隣町 （ 北 見

市 ） で成 年後見 の仕事 を約 4 年間従事 してきました。  

 日本は今後 、 団 塊 の世代が 75 歳以上 となることで発生 する『 2025 年

問題 』 の超高齢社会 を美幌町 においても迎 えます。 社 会福祉士 として、

住 み慣れた土地 （ 美 幌町 ） で少 しでも永 く自分 の『 お家 』 で過 ごして頂 け

るようにご本人様の想 いを汲 み取 り、 そしてご一 緒 に住 みやすい環境づく

りを考 えていきたいと思 います。  

微力ではございますが、 どうぞ宜 しくお願 いいたします。



 

 

8 月 9 日  18 時 30 分から障 がい福祉懇

話会 を開催 し、 29 名の参加がありました。 今

回 は始 めに講 話 を聴 き、 その後 グループワー

クを行 いました 。 講 話 では少 し前 に誤 解 から

不 審 者 に間 違 えられて嫌 な思 いをされた方 が

当 時 のことを振 り返 り 、 本 人 ・ 家 族 の思 いを

話 し、 誤 解 を解 くために行 った対 策 など体 験

談 を聴 くことができました。 その後 のグループワークでは講 話 を聴 いて思 っ

たこと、 感 じたこと、 私 たちとしてできることを話 し合 いました。  

講話で家族が行 った対策 の１ つにヘルプカード・ マークを所持 することが

あげられました。 ヘルプカード・ マークは「 見 えない障 がい」 など外 見 からは

分 からなくても援 助 が必 要 な方 が所 持 するものです。 まだあまり知 られて

おらず、 グループワークでも周知 と普及が課題 として上 がっていました。    

今回 の懇 話 会 では、 普 段 聴 けない本 人 と家 族 が自 分 たちの身 に降 り

かかった困 難 をどのように解 決 していったかを聴 くことができた貴 重 な時

間 となりました。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 



 

あさひデイサービスセンターでは、 4年ぶりに8月 7日～ 12日の6日間納

涼夏 まつりを開催 しました。 職 員 が1か月 かけて用意 した射 的 ・ おはじきお

とし・ 千 本 くじ・ フリースローを楽 しみました。 最 後 は盆踊 りとトロピカルドリ

ンク・ たこ焼 きを食 べて、 笑 顔 溢 れる、 楽 しい夏 のひとときでした。  

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループホーム和 とりさと館 では、 ８ 月 ６ 日 夏 まつりを開催予定でした

が、 雨 のため中止 となりました。 入 居 者様 、 ご家 族様 、 町 内 会 の方 とみ

んなで楽 しく親 睦 を深 めたいと準備 していたおいしいご飯 は入居様 に食 べ

ていただきました。 夏 祭 りは残念 でしたが、 今 後 は敬老会 、 クリスマス会 の

開催 を予定 しています。  

 

 

今 回 はあさひデイサービスセンターと    

グループホーム和 とりさと館 の  

夏 まつりの様 子 をご紹 介 します。  

津 別 町 山 鳴 太 鼓 保 存

会 副 会 長 の 太 鼓 と 北

海 盆 踊 り で 盛 り 上 が

り ま し た ！  
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１．どうして介護の仕事をしようと思ったのですか  

運転の仕事 をやめた際 、 勧 められヘルパーの資格 を取 った時 に、 知 り

合 いの会社 に誘 われたことがきっかけです。 施 設 職員 や福祉関連の仕事

をしていましたが、 親 の介護で一度離れたところご縁 があって今 の会社 に

誘 われてヘルパーをしています。  

 

２．働いてみて良かったこと  

施設 と違 い利用者様のご自宅での生活 スタイルを崩 さずに支援でき

るところです。 そのため、 利 用者様 のいろいろなお話 を聞 くことで、 その方

の現在の状況 を作 った要因要素 、 背 景 などを引 き出 しどのような生活 を

したいか、 バックグラウンドを知 ることにより一 層 コミュニケーションを取 りや

すくなると考 えています。 支 援後 に話 に花が咲 くこともあり、 笑 顔 が見 れ

るとうれしいです。  

  

３．伝えたいこと  

 利用者様が「 来 てくれてうれしい。 」 という笑顔 を向けてくれると自分 も

うれしい。 たくさんの笑顔 に触れられる仕 事です。  

 

【葵ケアサービス  TEL ７７－３３３６】  

 

  

   

 

 

 

 

 

  

     ぽけっと第 58 号はいかがでしたか。  

 できるだけ毎週末にキャンプへ行き日々の疲れを  

取ってリセットするようにしています。  

 みなさんは、どのように日々の疲れを取っていま  

すか？  


